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研究成果の概要（和文）：共同研究のメンバーが中心となって行った国際学会でのパネル・セッションやワークショッ
プ、国内研究会での議論を通じて、近世期のアジア（西・中央・南・東南アジア）においては、シーア派ムスリムのみ
ならず、ペルシア系、テュルク系、アルメニア教徒や「モール人」といった多様な人々が、宗派や民族、「国家」の枠
組みを超えて広範囲に各地を移動・旅し、ネットワークを構築しながら交流していたことを、様々な言語による一次史
料に基づき、多面的かつ実証的に分析・検討した。本研究の主たる成果は、『移動と交流の近世アジア史』としてまと
められ、2016年に北海道大学出版会より刊行された。

研究成果の概要（英文）：This project reached the conclusion that, in the early modern period, not only 
Europeans from East India Companies and Portuguese, but also local people such as Shi'ite Muslims, 
Armenians, Iranians, Hindus, Turks and "Moors" continuously and actively had immigrated and settled in 
other places in Asia, regardless of their religions and ethnicity or "nationality". Our nine papers were 
published by Hokkaido University Press in 2016, entitled <Travel, Migration and Interaction in Early 
Modern Asia>.
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１．研究開始当初の背景 
アジア史研究は，研究の進展・深化に伴い，

中国，インド，西アジアというように，対象
地域が細分化されて久しい。また中東や西ア
ジア研究においては，「オスマン帝国史」や
「アッバース朝制度史」というように一王朝
史や一国史に特化した歴史研究や，もしくは
現代のイスラーム世界を過去に照射し，アラ
ブ・イラン・トルコなど民族的区分を踏襲し
た研究が主流となっている。一方，近年隆盛
をきわめる海域世界研究は，「海域アジア」
という新たな「広域地域」を設定し，よりグ
ローバルな視点から歴史研究を行っている。
しかしながら，従来のインド洋海域世界研究
では，10～13 世紀のアラビア語史料や，19
世紀以降のハドラミーをはじめとするアラ
ブ人の進出に大きく感化され，海域アジアで
活躍するムスリムは，おしなべて「アラブ人」
「スンナ派」と解されてきた。そのため，中
世や近現代に比してさらに研究が手薄な 16
～18 世紀の近世期については，ほぼイメージ
論に終始し，当時の実態を反映したものとは
言いがたい状況にある。また，近世期の海域
アジア研究は，ポルトガルやイギリス，オラ
ンダなど，ヨーロッパ側の視点に立脚し，欧
米諸語の史料を駆使した政治史や交易史が
主眼となる傾向にある。 
ゆえに，細分化されたアジアをグローバル

に捉え，海域世界のみならず，陸域世界をも
視野に入れることや，アジアの人々の歴史的
営為を社会史的に，あるいは宗教史的観点か
ら実証的に検討する必要性があろう。 
 
２．研究の目的 
本研究は，シーア派ムスリムの宗教ネット

ワークに焦点をあて，彼らの移動およびアジ
ア各地でのコミュニティ形成について考察
することで，16～18 世紀の近世アジア世界の
再検討を試みるものである。シーア派ムスリ
ムは，近世期には西アジアを越えて，中央ア
ジアや南アジア・東南アジアにまで拡大して
いるが，その展開の歴史的背景を解明し，移
動・定住先の社会における彼らの宗教的・政
治的・経済的役割について，多言語による一
次史料およびフィールドワークから実証的
に明らかにする。さらに，インド洋海域世界
とユーラシアの陸域世界を結ぶ視点を加味
することで，当時の世界が新たなネットワー
クを構築すると同時に，それぞれの地域社会
のレヴェルにおいても，より多元的な社会へ
と変化しつつあったことを明らかにする。 
 
３．研究の方法 
本研究では，1.「シーア派諸派」の地理的

広がりとその歴史的背景の解明，2. シーア
派ムスリムの広範な存在を可能ならしめた
政治・宗教・経済的要因のマクロ的分析，3. 
特定の都市を対象に，シーア派コミュニティ
と他宗派・他宗教コミュニティとの関係をミ
クロ的に解明，という 3つの考察項目を設定

し，フィールドワークと文献資料の双方から
多面的かつ実証的な分析を行う。 
フィールド調査では，現地のコミュニティ

の核となる宗教施設を中心に，都市空間構造
内におけるシーア派コミュニティのあり方
を検討する。また， 16 世紀から 19 世紀の「近
世アジア」の特徴は，多様な言語による一次
（原典）史料が現存することが挙げられる。
ペルシア語，テュルク系諸語（オスマン語・
チャガタイ語），アラビア語などの現地語に
加えて，ポルトガル語，オランダ語，英語，
フランス語の欧米諸語からなる一次史料を
幅広く用いることにより，地域横断型のマル
チ・アーカイヴな実証研究を行う。 
 
４．研究成果 
2013 年 6月には，マカオで開催された国際

学会 International Convention of Asian Scholars 
(ICAS8)にて，“The Iranians in Ayutthaya during 
the Early Modern Period”と題するパネルを企
画し（パネル代表者：島田竜登），守川知子
（本研究代表者），島田竜登（分担者），長島
弘（連携研究者）の 3名と，海外協力研究者
の P. Kongchana 氏（タイ，Srinakharinwirot 
University）の 4名がそれぞれ社会・経済・文
化の各方面から研究成果を報告し，ディスカ
ッションを行った。また同年 11 月には，守
川および Kongchana 氏が中心となり，タイ・
バンコクで“Muslim in Thai History”と題する
シンポジウムを開催した。同シンポジウムで
は，上記の本科研メンバー（守川・島田・長
島）に加えて，タイ側の 6名の研究者が，近
世から近代を対象に，アユッタヤーからバン
コク，マレー半島にかけてのイラン系シーア
派ムスリムに関して報告を行った。 
2014 年には，北海道大学でシンポジウム

「人の移動・移住とその記録―陸と海の近世
アジア」を 2日間にわたって開催し，守川知
子（代表者），島田竜登（分担者），木村暁（分
担者），長島弘（連携研究者）のほか，間野
英二氏（研究協力者，京都大学），重松伸司
氏（追手門大学），三木聰氏（北海道大学），
真下裕之氏（神戸大学），今松泰氏（京都大
学）を招聘して，「近世」「アジア」「移動・
移住・旅」「史料」をキーワードに講演およ
び研究報告を行った。いずれの報告も，15 世
紀末から 19 世紀にかけての近世アジア世界
を対象とした，多様な言語の一次史料に基づ
く実証的な研究であり，シーア派ムスリムに
限らず，当該時期には「国境」や言語地域を
越えてダイナミックに移動する様々な人々
（シーア派，アルメニア人，モール人，士大
夫，王族，海軍提督など）の姿が浮かび上が
った。彼らは，政治状況や文化的背景の相違
があろうとも，海や陸の「道」を通って頻繁
に往来し，ユーラシアの陸域世界とインド洋
の海域世界を結ぶ広範なネットワークを形
成していたのである。 

本シンポジウムの成果は，最終年度の 2015
年度に，『移動と交流の近世アジア史』（守川



知子編著，北海道大学出版会，2016 年，303
頁）として刊行した。同書は，シンポジウム
報告者 9名全員の論考を所収する。下記の代
表者・分担者・連携研究者（計 4名）以外の
論考については以下のとおりである：真下裕
之「近世南アジアにおける人的移動の記録と
記憶」，今松泰「オスマン海軍提督のアラビ
ア海からの帰還」，間野英二「ミールザー・
ハイダルの生涯と彼のバダフシャーンへの
旅」，三木聰「明清交替期の地方士大夫と旅」，
重松伸司「17-18 世紀初頭のインドにおける
アルメニア商人とイギリス東インド会社」。 
個人の生涯にわたる旅，集団の移動・移住，

コミュニティ形成と発展を，マルチ・アーカ
イヴな手法に基づき，主にアジアの人々の視
点から描き出す本論文集は，アジアをグロー
バルに捉える新たな「近世アジア史像」を提
示するものであり，本書の刊行によって，「地
域横断型の広域地域研究」を目指した本共同
研究は十分な成果をあげることができたと
言えよう。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者，研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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of the Research Department of the Toyo Bunko, 
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⑧守川知子「地中海を旅した二人の改宗者―
イラン人カトリック信徒とアルメニア人シ
ーア派ムスリム」長谷部史彦編『地中海世界
の旅人―移動と記述の中近世史』慶應義塾大
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読なし） 
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朋』47，2014 年，1-16 頁.（査読あり） 
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位相」秋田茂編『アジアからみたグローバル
ヒストリー―「長期の 18 世紀」から「東ア
ジアの経済的再興へ」』ミネルヴァ書房，2013
年，148-171 頁.（査読なし） 
⑮Ryuto Shimada, “The Long-term Pattern of 
Maritime Trade in Java from the Late Eighteenth 
Century to the Mid-Nineteenth Century”, 
Southeast Asian Studies, 2/3, 2013, pp. 475-497.
（査読あり） 
⑯ Ryuto Shimada, “Economic Links with 
Ayutthaya: Changes in Networks between Japan, 
China, and Siam in the Early Modern Period”, 
Itinerario: International Journal on the History 
of European Expansion and Global Interaction, 
37/3, 2013, pp. 92-104.（査読あり）   
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Hermitage Museum (St. Petersburg), Russia, 17 
Sep 2015.  
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Iraq)”, International Workshop on Shiite Saint 
Veneration in Comparative Studies, Isfahan 
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の出自を中心に」シンポジウム「人の移動・
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⑭守川知子「もうひとつの聖地巡礼―シーア
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